
 

 

 

 

 

 

恐れることは… 
 

大変遅い時期になりましたが、ご挨拶をさせていただきます。 

旧年中も大きな力添えをいただきましたことに、深く感謝申し上げます。 

本年も引き続き、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

さて、昨年末、日産自動車と本田技研工業が一緒になるというニュースがありました。 

そこで、新しい年がスタートした今、一つの言葉を贈ります。 

 

「何もしないことを恐れろ」です。 

この言葉は、本田技研工業（HONDA）の創業者である本田宗一郎さんの言葉です。 

正しくは「チャレンジして失敗を恐れるよりも、何もしないことを恐れろ」という言葉です。 

現在、自動車だけでなくオートバイメーカーとしても世界的に有名な本田技研ですが、当時、本田宗一郎さんは天候に

左右されず安全に運転できる新しいオートバイを作ることを夢見て制作に取りかかりました。 

それはこれまでの考え方を越えた取組であり、チャレンジするたびに失敗したそうです。 

それでも あきらめずに試行錯誤を繰り返した末、1958 年ついに誰でも扱いやすいスーパーカブというオートバイが完成し

ました。このオートバイは今年で 67 年、生産が続いています。 

2017 年には、世界生産累計１億台を達成しました。 

失敗に失敗を繰り返した先に、世界的に愛され使われている、世界で最も多く量産されているオートバイをつくり出したの

です。  

「とにかく、まずは一歩を踏み出せ」が大切だったのでしょう。 

つまり、「成功」という言葉の反語は「失敗」ではなく「何もしないこと」です。 

つまり、何かにチャレンジしての「失敗」は、そのやり方ではうまくいなかったということが分かる成功への道筋を表しているので

す。エジソンも似たような言葉を言っていました。 

私たちは「失敗したら…」と考えてしまって、 新しいことへの一歩を踏み出せないことはたくさんあります。 

しかしチャレンジすることで、私たちは 失敗から多くのことを学び、次の成長へとつなげることができるのも事実です。 

鶴中生には ぜひチャレンジする勇気をもって、まず第一歩を踏み出してほしい。 

また、チャレンジすることで 新しい自分と出会い、今より輝く自分の存在に気づくと思うのです。 

第一歩が踏み出しやすいのは、４月と新年が始まる１月です。 

新しい 2025 年、みなさんの大きな「成長」に向けて、「第一歩」を踏み出すことを期待しています。 

校長  鈴 木 英 顕 

鶴 川 中 学 校だより 
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2月 3日（月） 朝礼 

2月 5日（水） 一斉委員会 

2月  7日（金） 校外学習（2年生） 

2月  9日（日） 1年生移動教室（～11日） 

         ＊1年生は、12,13日代休 

2月 10日（月） 私立高校一般入試（10日～） 

2月 11日（火） 建国記念の日 

2月 14日（金） 避難訓練 

2月 17日（月） 生徒会朝礼 

2月 18日（火）  安全指導 

2月 21日（金） 都立高校一般入試 

2月 22日（土） 都立高校一般入試（一部） 

2月 23日（日） 天皇誕生日 

2月 24日（月） 休日 

2月 26日（水） 第 4回定期考査（～28日） 

 

3月 19日（水） 卒業式 

鶴中生の活躍・その他 

２月 のおもな予定 

表 彰 
令和６年度 全国中学生人権作文コンテスト東京都大会 

奨励賞 2年生  
「たった一言」で変わる人生 

 
１月２０日（月）、町田市役所にて「令和６年度全国

中学生人権作文コンテスト」 

表彰式が行われました。 

鶴川中学校から一名選出され、「町田市優秀賞」並び 

「東京都大会 多摩西地区 奨励賞」を受賞しました。

1991 編から選ばれた 

１０名の中の一人です。 

町田市長、東京都人権 

擁護委員連合会会長から、 

それぞれ賞状を受け取り 

ました。 

おめでとうございます。 
 
 

１２月の打楽器アンサンブルコンサートに引き続い

て、１月１８日（土）ルネこだいらの会場にて「令和６年

度 第５８回 

東京都中学生 

アンサンブル 

コンテスト」 

が行われました。 

きれいな音色 

のハーモニーは、 

見事「銅賞」に 

輝きました。 

 

町田市公立小中学校作品展 
1月 10日（金）～19日（日）の期間、国際版画美術館に

て本校の生徒をはじめ、市内中学生の力作が展示されまし

た。本校の出品作品と出品者は次の通りです。 

 

１年‥木版画 ｢身のまわりの生活｣ 

２８名 

 

２年‥木のデッサン 

２０名 

 

２年‥風景画「風景に思いを重ねて」 

２２名 

 

３年 「エンドレスアニメーションの制作」 より 

１６名 

 

３年 「スクラッチ時計のデザイン」 

３５名 

 

I 組‥ 「レリーフペインティング」  

１０名 

 

全学年‥ 「人権ピンバッチのデザインシート」 より 

1年：７名 

 

個人情報保護の観点か

ら、ホームページ上では
氏名の掲載を控えさせ

ていただきました。 

 


